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Abstract
A survey was conducted on 86 subjects̶38 women employed at businesses establishments and 48 
female students in Saku or Nagano area of Nagano Prefecture. The purpose of this survey was to 
investigate the conditions of their toe nails and the states of the shoes that they wore among women 
in their 20’s so that the troubles involving their feet and toe nails may be averted.
The average age of the subjects was 23±2.9 years. All were found to have certain foot problems, 
involving the bones, muscles, ligaments, toe nails, or the skin of their feet. Among them, 61.6% wore 
types of fashion-oriented shoes that cannot be stabilized at the dorsum of their feet（such as pumps）. 
When asked about the comfort level, 68.6% noted no problems with their shoes. It was indicated that 
deformations of the metatarsal arch and toes, presumably the most frequent causes of the troubles 
involving the feet and toe nails, were related to skin ailments as well as foot pain and stiﬀ  shoulders. 
Furthermore, foot pain was found to be correlated with bunions, bunionettes, and inflammation. 
These findings indicated a need for preventive interventions so that the conditions may not 





































































































































































































































































































































































































































































学生  n=48全数  n=86 女性職員  n=38 χ2検定
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20歳代女性の足爪トラブルとその要因に関する調査
認められた。特に外反母趾にその傾向が最も
強くみられた。すなわち、ローアーチが内転、
爪の変色と、浮き指が横しま爪、外反母趾が
内反小趾、足の炎症、足部痛と、内反小趾が
足の炎症、足部痛、肩こりと、外反足は胼胝
（有意傾向）、鶏眼（有意傾向）、肩こりと関連
していた。ハイアーチに関連するトラブルは
認められなかった。
　爪の異常では、よこしま爪が浮き指、爪の
変色がローアーチ、膝関節痛（有意傾向）と関
連していた。巻爪に関連するトラブルは認め
られなかった。
　皮膚の異常では、胼胝が外反足（有意傾向）
と、鶏眼が外反足（有意傾向）、胼胝と、足の
炎症が外反母趾、内反小趾と関連していた。
　愁訴に関しては、足部痛が外反母趾、内反
小趾、足の炎症と、頭痛が腰痛、膝関節痛と
関連していた。肩こりが外反母趾（有意傾向）、
内反小趾、外反足と、膝関節痛が頭痛、腰痛
と関連していた。
　靴については、靴と足のサイズが不適切な
ものが頭痛と関連していたが、甲固定有、ヒ
ール高5㎝未満との関連は認められなかった。
Ⅳ．考察
１．20代女性の足爪トラブルについて
　日本人の足型は、エジプト型、ギリシャ型、
スクエア型の順で多いと述べられていた（清
水, 2008）が、今回の調査ではギリシャ型が最
も多く日本人の足型の変化がうかがえた。
　また対象者の足のトラブルは、骨の変形に
よる異常、爪の異常、皮膚の異常に関する何
らかのトラブルを全員が有しており、そのう
ち多いトラブルは、浮き指82.6％、巻き爪
66.3％、よこしま爪65.1％であり、特に巻き
爪は筆者が依然従事していた足トラブルの専
門外来の受診者に比べて症状は軽いものの将
来の悪化が危惧された。また8割以上の対象
者に浮き指がみられたことから、普段の生活
で5本全部の足指をしっかり使って歩行して
いない状況が考えられた。爪の切り方では、
スクエアカットをしている対象者の割合が、
女性職員より学生が多かった要因として、学
生は大学のフットケアの講義で正しい爪の切
り方を学んでおり、学習効果が認められた。
したがって20歳代の女性を対象に普段から
自分の足に興味を持ち、正しい爪の切り方、
浮き指、巻き爪等足のトラブルに対するセル
フケアができるよう研修会など啓発活動の必
要性が示唆された。
　次に普段履いている靴をみると、おしゃれ
靴が全体として61.6％を占めていたが、52.3
％が機能性を優先して靴を選択しており、女
性職員は靴の甲に固定のある靴を履いていな
いかったことから、対象者はおしゃれで履き
心地がよく、仕事上脱ぎ履きが容易な靴を選
択していることが推測された。またインソー
ルにアーチのある靴が少なかったため、イン
ソールに関心が払われていない状況も明らか
となった。
２．20歳代女性の靴と足爪のトラブルの要
因と課題について
　足爪トラブルの原因のひとつであるアーチ
が崩れたローアーチは開張足を招き足指の変
形（外反母趾・内反小趾）の要因であると指摘
されている（高山, 2013）。今回の調査でも足
のアーチの変形と足指の変形が皮膚トラブル
（鶏眼・胼胝・炎症）、足部痛・肩こりとの関
連が認められたため、足のアーチを崩す要因
についての検討やアーチを保つための足のケ
ア方法についての啓発活動の必要性が示唆さ
れた。
　爪トラブルでは、巻爪との関連要因が認め
られなかったのは、20歳代の巻爪が中高年
齢者に比較して軽度で、治りやすい状態であ
ることが考えられる。
　皮膚トラブルにおける胼胝と鶏眼は、外反
母趾・内反小趾・ローアーチなど骨の変形の
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異常、サイズの不適切な靴がトラブルの要因
であることが示唆された。
　愁訴に関して、足部痛と外反母趾・内反小
趾・炎症との関連が認められ、これらの有所
見が加齢とともに悪化しないような予防的介
入の必要があると考える。また、頭痛は腰
痛・膝関節痛と関連していたが、足部痛との
関連は認められなかったこと、肩こりが外反
母趾、内反小趾・外反足と関連していること
から、体幹を支える骨格と足骨格に関する疼
痛については、加齢の影響を含めた検討が必
要であると考えられた。
３．今後の若者に対する支援について
　20歳代女性においても、アーチの崩れが
もたらす足爪トラブルが認められたことから、
早期からの足爪のトラブル予防支援の必要性
が示唆された。若者に対する足爪トラブル予
防支援では、高齢になっても自分の足で歩く
ために、足を守るための正しい足のセルフケ
ア方法を身につけることを目的とした研修会
等の啓発活動が考えられる。その内容として
は、自分の足の現状を知るための足の計測、
足爪トラブルの原因と早期対応方法、正しい
爪の切り方、足の角質ケア、靴の選び方およ
び履き方、足指のストレッチ、歩行などがあ
り、フットケアに関する啓発活動を推進する
必要がある。また、若い世代は靴の選択の基
準にファッション性を重視していることから、
機能性とファッション性を兼ね備えた靴の開
発と、対象者の足型に適合する靴の形や、足
のアーチの形状にあったインソールを選択す
るための専門的なアドバイスを受けられる環
境を整える必要性が示唆された。
４．今回の調査の限界と課題
　今回足のトラブルの測定は、視診、触診に
より調査を行ったが、一定の水準で調査を実
施するために、今後巻き爪、足のアーチ、外
反母趾、内反小趾、外反足について、測定方
法等の判定基準を検討する。
　また、今回の調査は20歳以上30歳未満の
女性を対象に足爪トラブルと靴の現状につい
て調査を実施したが、今後は家庭教育が必要
とされる幼児、児童および親を含めた世代を
対象に、足と靴の実態調査を行い、まずは親
自身が足に興味を持ち、こどもの足を守るた
めの靴選びの方法と足のトラブルを予防する
ためのセルフケア方法の充実を図りたいと考
える。
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